
2017年12月22日

エアロセンス株式会社
Aerosense Inc.

Copyright 2017 Aerosense Inc. All Rights Reserved.

UAV写真測量による3次元データの設計活用と
クラウドによる海外工事進捗管理

i-Construction 推進コンソーシアム：3次元データ利活用の事例紹介
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会社概要

エアロセンスは、ソニーとZMPの合弁会社で、それぞれの強みを生かしています。
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AEROBO（エアロボ）測量2.0

ドローン、GPSマーカー、クラウドを連動させ、簡便・迅速・高精度な測量が可能。

※エアロボマーカーの開発は、経済産業省および IoT 推進ラボの第2回先進的 IoT プロジェクト選考会議「IoT Lab Selection」でファイナリストに選定され、
同会議の支援機関の１つである NEDO の事業として採択されたもので、エアロセンスがこれまで開発してきた成果に基づくものです。
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AEROBO（エアロボ）マーカー

エアロボマーカー（2級検定済）で、現場作業は半減。±1cm精度で位置出し可能。
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AEROBO（エアロボ）クラウド
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特長１：ブラウザで全て完結

空撮画像のアップロードから、点群、オルソ画像、3Dモデルの作成、表示が可能。
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特長２：安価で高速なデータ処理

クラウド上での並列、高速処理により短時間で写真測量処理を実現。
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特長３：AIによる自動化（GCPの自動設定）

AEROBOマーカーのログファイルと空撮画像から、クラウドに実装されたAI 画像
認識技術（ディープラーニング）により、自動的にマーカーを検出・マッチング。

GCPとして中心点を正確に捕捉し、手動の座標入力や標定点の指定が不要。
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特長３：AIによる自動化（点検対象の損傷を自動検出）

クラウドに実装されたAI 画像認識技術（ディープラーニング）により、
シートの損傷箇所を自動検出。
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事例１：ゴルフ場の3次元モデル化

 3次元モデルで太陽光パネルの日照条件、レイアウト計画、工事積算見積を精緻化。
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事例２：海外港湾工事の進捗管理

海外の現場写真をクラウドで解析、正確な土量計算を行い、国内からも進捗管理。
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ビジョン ～空から社会を支える技術～

Contactus@Aerosense.co.jp

mailto:Contactus@Aerosense.co.jp

